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桜のつぼみがふっくらとして、春らしくなってきました。満開の桜まではあともう少しといったところでしょうか。コロナ禍で
なかなか思うようなボランティア活動ができない状況ではあるかと思いますが、ボランティアセンターではみなさんのボラン
ティア活動をしっかりサポートさせていただきたいと思っておりますので、新年度もどうぞよろしくお願いいたします。
さて、先月にもお知らせさせていただきましたが、３月１日より新年度のボランティア活動保険の申請受付が始まっており
ます。必ず、更新・加入のお手続きをお願いいたします。受付時間は平日８：３０～１７：１５となっております。（土日祝除く）

鈴鹿市ボランティア連絡協議会 防災部会主催「防災勉強会」オンライン開催のお知らせ

【令和3年度赤い羽根共同募金運動の実績報告】

!

お知らせ

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、2月22日（火）に桜の森公園で予定していた「防災勉強

会」を、下記の日程で、オンライン（Zoom）にて、延期開催することとなりました。

参加を希望される方は、QRコードより、所属団体・氏名・電話番号・URLをお送りするメールアドレスを

明記の上、お申込みください。みなさまの参加をお待ちしております！

◇日 程 ： ２０２２年３月２３日（水）１０：００～１１：３０（予定）

◇内 容 ： 「鈴鹿市の防災取組から警報と避難」

◇講 師 ： 鈴鹿市防災危機管理課

◇費 用 ： 無料

※資料のみ送付をご希望の方は下記までご連絡ください

【お問合せ先】 鈴鹿市社会福祉協議会地域福祉課 坂

TEL：059-382-5971 FAX：059-382-7330 MAIL：yuriko-saka@suzuka-shakyo.or.jp

!

昨年１０月１日から１２月３１日の間、令和３年度赤い羽根共同募金運動を実施いたしました。本年度の

運動も、コロナ禍の中一部縮小した形で実施いたしました。コロナ禍で大変な中、地域のみなさまをはじめ、

たくさんの方々にご支援ご協力をいただき、誠にありがとうございました。

みなさまにご協力いただきました募金は、令和４年度に鈴鹿市で行われる様々な福祉活動、三重県下の

福祉活動等に活用し、みなさまにとって住みやすいまちとなるよう努めてまいります。

令和3年度 募金額 31,805,877 円

《赤い羽根共同募金の使いみちの一部》

○子育てサロン

子育て中の親子の居場所づくり、子育ての悩みを共有できる場として、市内で活動される

サロン団体へ助成しています。

○鈴鹿市災害ボランティアセンター設置・運営訓練
毎年設置・運営訓練を行い、災害時にはいち早く災害ボランティアセンターを立ち上げ、

復興に向けた迅速な対応がとれるよう日頃から備えています。

○福祉教育の出前講座
体験を通し様々な立場の方のことを考え行動することのできる「思いやりの心」を育むため、

市内小中学校の児童生徒を対象として、手話講座、車いす体験、アイマスク体験、点字体験

等を行っています。



◇ボランティア活動、ボランティア通信へのお問合せ、申し込みは…

〒513-0801

鈴鹿市神戸地子町383-1 TEL(059)382-5971／FAX(059)382-7330

E-mail : s.syakyo@suzuka-shakyo.or.jp 担当： 坂・土岐
＊お問合わせは月曜日～金曜日＜8:30～17:15＞にお願いします。

お知らせ

◆ 鈴鹿市ボランティアセンターホームページ
www.suzuka-shakyo.or.jp/volunteer

◆ 鈴鹿市ボランティアセンターLINE公式アカウント

ボランティアさんのお手伝いが必要な

団体さんはぜひご一報ください。
ボランティア通信に掲載させて頂きます。
(※掲載枠には数に限りがありますので

ご了承ください。)

また、ボランティアさん活動紹介コーナーに
掲載可能なボランティアさんもぜひご一報を！

ご登録は右記のQRコードから、もしくは
「＠066vrlhh」でID検索してください。

鈴鹿市ボランティアセンター『収集ボランティア活動』のお知らせ

鈴鹿市ボランティアセンターでは、ベルマーク・インクカートリッジ・古切手を集めています。

収集活動にご協力をお願いいたします。

・・・・ 社協にお持ちいただいたベルマークは鈴鹿市のボランティアグループが分類・整理し、

杉の子特別支援学校に贈呈され、生徒さんのために使われます。

・・・・ 集められた古切手は鑑定・買取業者に送り、売却します。売上金は、地域福祉活動や

福祉教育、ふれあいいきいきサロン活動などの、鈴鹿市での福祉活動に充てられます。

・・・・ 社協にお持ちいただいたインクカートリッジは鈴鹿市のボランティアグループが

分類・整理し、ベルマーク点数に交換した後、杉の子特別支援学校に贈呈され、

生徒さんのために使われます。 （エプソン・キャノン・ブラザー製のみ回収しております。）

ベルマーク

インクカートリッジ

古切手

※エコキャップ回収については平成２９年３月より中止しております。

※アルミ缶・プルタブ回収については、令和３年１２月より中止しております。

【対象団体】 ①身近な地域や暮らしの課題解決に取り組む地域活動団体

②全国の生活学校が連携して行う「全国運動」に参加する意向のある団体

（①及び②の両方に該当する団体が対象）

【対象活動】 近所のお年寄りや子どもたちの見守り、ごみの回収や資源リサイクル活動など、身近な地域や暮らしの問題に

取り組むグループの皆さま、生活学校に参加してみませんか？

生活学校の趣旨に賛同し、参加を希望する地域活動団体の募集を行い、当協会から活動経費の助成を行います。

■生活学校とは？ 身近な地域や暮らしの様々な課題について、学び、調べ、話し合い、他のグループとも協力し合いながら、

実践活動のなかで解決し、生活や地域や社会のあり方を変えていく、そんな活動に取り組むグループです。

これまで「食品表示の適正化」「休日・夜間診療の実現」「缶飲料のステイオンタブ化」「資源ごみの分別収集」

「高齢者や子どもの見守りと居場所づくり」などの取組みは、今日の私たちの生活に根付いた成果になってい

ます。また、全国の生活学校が連携して取り組む全国運動「レジ袋削減」「震災復興支援活動」「食品ロス削

減」などは、内閣総理大臣賞をはじめ高い社会的評価も受けています。現在は全国運動「食を通じた子ども

の居場所づくり」に取り組み、全国の団体が連携した運動の展開を図っています。

【助成金額】 ①生活学校への参加：6万円（初年度3万円、2年目3万円）

②全国運動への参加：上限5万円（現在のテーマは「食を通じた子どもの居場所づくり」）

【応募方法】 次の2点の書類をご提出ください。

①申請書（所定の書式に必要事項を記入）

②これまでの活動がわかる会報または資料等（A4サイズ1～2枚目程度）

【お問い合わせ先】 公益財団法人あしたの日本を創る協会 生活学校募集係

〒113-0033 東京都文京区本郷2-4-7 大成堂ビル4階

TEL：03-6240-0778 FAX：03-6240-0779 MAIL：ashita@ashita.or.jp URL:www.ahita.or.jp/sg2.htm

あしたの日本を創る協会 「地域活動団体への助成事業」について

ボランティアに関する最新の情報や、ボランティアグループの活動紹介
ボランティアセンター事業の紹介等を随時更新しています！


